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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路交通状況に係る交通情報を取得または生成し、車両に搭載された車載端末装置に個
別に配信するコンピュータの交通情報配信方法であって、
　前記コンピュータは、
　前記交通情報を取得または生成したとき、その交通情報に所定の識別情報を付し、その
識別情報を付した交通情報を記憶装置に蓄積する交通情報蓄積ステップと、
　前記車載端末装置から送信され、その車載端末装置がそのとき保持する基準交通情報に
付された識別情報を含んだ配信要求情報を、受信する配信要求情報受信ステップと、
　前記受信した配信要求情報に含まれる前記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別
情報が付され、前記記憶装置に蓄積されている交通情報と、そのとき配信予定の交通情報
と、の差分交通情報を生成する差分交通情報生成ステップと、
　前記生成した差分交通情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信ステップと、
　前記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別情報が付され、前記記憶装置に蓄積さ
れている交通情報と、前記配信予定の交通情報と、の乖離度を算出し、その乖離度が所定
の値より小さいときには差分情報配信モードを設定し、その乖離度が所定の値より大きい
か等しいときには全情報配信モードを設定する配信モード設定ステップと、
　前記差分情報配信モードが設定されたときには、前記差分交通情報生成ステップで生成
した差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前記全情報配信モードが設定されたとき
には、前記配信予定の交通情報の全情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信ステ
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ップと、
　を実行すること
　を特徴とする交通情報配信方法。
【請求項２】
　前記交通情報蓄積ステップにおいて前記交通情報に付される識別情報は、その交通情報
が属する日時の日時情報であり、
　前記コンピュータは、
　前記配信モード設定ステップを実行する前に、前記配信要求情報受信ステップで受信し
た前記配信要求情報に含まれる日時情報と、そのとき前記記憶装置に蓄積されている交通
情報のうち最新の交通情報に付された日時情報と、を比較する日時情報比較ステップを実
行し、
　前記配信モード設定ステップでは、前記比較した２つの日時情報の時間間隔が所定の時
間間隔以上であったときには、前記乖離度の比較結果にかかわらず全情報配信モードを設
定すること
　を特徴とする請求項１に記載の交通情報配信方法。
【請求項３】
　前記コンピュータは、
　所定の時間ごとに取得される現況交通情報を日種および時間帯ごとに統計をとり、その
統計をとった統計交通情報を蓄積した統計交通情報蓄積手段を、さらに、備え、
　前記配信モード設定ステップにおいては、前記２つの日時情報の時間間隔の比較の基準
となる前記所定の時間間隔を、前記統計交通情報蓄積手段に蓄積されている当該日種およ
び時間帯における交通量の時間変化率に応じて変えるようにしたこと
　を特徴とする請求項２に記載の交通情報配信方法。
【請求項４】
　前記コンピュータが取得または生成し、前記記憶装置に蓄積する交通情報は、
　そのコンピュータが過去に取得した所定のエリア内の道路についての現況交通情報、前
記現況交通情報を統計処理して生成した統計交通情報、または、前記統計交通情報に基づ
き予測処理して生成した予測交通情報のいずれかであること
　を特徴とする請求項１に記載の交通情報配信方法。
【請求項５】
　前記コンピュータは、
　前記基準交通情報蓄積ステップでは、前記交通情報に付す識別情報の一部を、その交通
情報の種別情報、その交通情報が属する日時の日時情報、その交通情報が属する日時の属
性情報の少なくとも１つを含むように構成すること
　を特徴とする請求項１に記載の交通情報配信方法。
【請求項６】
　道路交通状況に係る予測交通情報を車両に搭載された車載端末装置に個別に配信するコ
ンピュータの交通情報配信方法であって、
　前記コンピュータは、
　少なくとも１系列の同じ時系列に属する複数時刻の予測交通情報を蓄積した予測交通情
報蓄積手段を備え、
　前記車載端末装置から前記予測交通情報の配信を求める配信要求情報を受信する配信要
求情報受信ステップと、
　前記受信した配信要求情報に同じ時系列に属する複数日時の予測交通情報の配信要求が
含まれていたときには、その複数日時の予測交通情報の１つを基準交通情報として選択す
る基準交通情報選択ステップと、
　前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報について、前記基準交通情報に
対する差分交通情報を生成する差分交通情報生成ステップと、
　前記基準交通情報として選択された前記予測交通情報については、その全情報を前記車
載端末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報については
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、前記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖離度が所定の値より小さいとき、前
記差分交通情報生成ステップで生成した差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前記
乖離度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択されなかった前記予測交通情報の全
情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信ステップと、
　を実行すること
　を特徴とする交通情報配信方法。
【請求項７】
　道路交通状況に係る現況交通情報を複数の車両にそれぞれ搭載されたそれぞれの車載端
末装置に一斉に配信するコンピュータの交通情報配信方法であって、
　前記コンピュータは、
　所定の時間ごとに現況交通情報を取得する現況交通情報取得ステップと、
　前記現況交通情報取得ステップにおいて所定の時間ごとに取得される前記現況交通情報
を、所定回数に１回の割合で基準交通情報として選択する基準交通情報選択ステップと、
　前記現況交通情報取得ステップにおいて取得した前記現況交通情報のうち、前記基準交
通情報選択ステップにおいて基準交通情報に選択されなかった前記現況交通情報について
、その現況交通情報とそのとき最新の基準交通情報とに基づき、その差分交通情報を生成
する差分交通情報生成ステップと、
　前記基準交通情報選択ステップにおいて、基準交通情報に選択された前記現況交通情報
については、その全情報を前記車載端末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなか
った前記現況測交通情報については、前記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖
離度が所定の値より小さいとき、前記差分交通情報生成ステップで生成した差分交通情報
を前記車載端末装置に配信し、前記乖離度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択
されなかった前記現況交通情報の全情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信ステ
ップと、
　を実行すること
　を特徴とする交通情報配信方法。
【請求項８】
　道路交通状況に係る予測交通情報を複数の車両にそれぞれ搭載されたそれぞれの車載端
末装置に一斉に配信するコンピュータの交通情報配信方法であって、
　前記コンピュータは、
　少なくとも１系列の同じ時系列に属する複数時刻の予測交通情報を蓄積した予測交通情
報蓄積手段を備え、
　その複数時刻の予測交通情報のうち、１の時刻の予測交通情報を基準情報として選択す
る基準交通情報選択ステップと、
　前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報について、前記基準交通情報に
選択された予測交通情報に対する差分交通情報を生成する差分交通情報生成ステップと、
　前記基準交通情報に選択された前記予測交通情報については、その全情報を前記車載端
末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報については、前
記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖離度が所定の値より小さいとき、前記差
分交通情報生成ステップで生成した差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前記乖離
度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択されなかった前記予測交通情報の全情報
を前記車載端末装置に配信する交通情報配信ステップと、
　を実行すること
　を特徴とする交通情報配信方法。
【請求項９】
　道路交通状況に係る交通情報を取得または生成し、車両に搭載された車載端末装置に個
別に配信する交通情報配信装置であって、
　前記交通情報を取得または生成したとき、その交通情報に所定の識別情報を付し、その
識別情報を付した交通情報を記憶装置に蓄積する交通情報蓄積手段と、
　前記車載端末装置から送信され、その車載端末装置がそのとき保持する基準交通情報に
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付された識別情報を含んだ配信要求情報を、受信する配信要求情報受信手段と、
　前記受信した配信要求情報に含まれる前記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別
情報が付され、前記記憶装置に蓄積されている交通情報と、そのとき配信予定の交通情報
と、の差分交通情報を生成する差分交通情報生成手段と、
　前記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別情報が付され、前記記憶装置に蓄積さ
れている交通情報と、前記配信予定の交通情報と、の乖離度を算出し、その乖離度が所定
の値より小さいときには差分情報配信モードを設定し、その乖離度が所定の値より大きい
か等しいときには全情報配信モードを設定する配信モード設定手段と、
　前記配信モード設定手段により、前記差分情報配信モードが設定されたときには、前記
差分交通情報生成手段によって生成された差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前
記全情報配信モードが設定されたときには、前記配信予定の基準交通情報の全情報を前記
車載端末装置に配信する交通情報配信手段と、
　を備えたこと
　を特徴とする交通情報配信装置。
【請求項１０】
　前記基準交通情報蓄積手段に蓄積される交通情報に付される識別情報は、その交通情報
が属する日時の日時情報であり、
　前記配信要求情報受信手段によって受信された前記配信要求情報に含まれる日時情報と
、そのとき前記記憶装置に蓄積されている交通情報のうち最新の交通情報に付された日時
情報と、を比較する日時情報比較手段を備え、
　前記配信モード設定手段は、前記比較した２つの日時情報の時間間隔が所定の時間間隔
以上であったときには、前記乖離度の比較結果にかかわらず全情報配信モードを設定する
こと
　を特徴とする請求項９に記載の交通情報配信装置。
【請求項１１】
　所定の時間ごとに取得される現況交通情報を日種および時間帯ごとに統計をとり、その
統計をとった統計交通情報を蓄積した統計交通情報蓄積手段を、さらに、備え、
　前記配信モード設定手段は、前記２つの日時情報の時間間隔の比較の基準となる前記所
定の時間間隔を、前記統計交通情報蓄積手段に蓄積されている当該日種および時間帯にお
ける交通量の時間変化率に応じて変えるように設定すること
　を特徴とする請求項１０に記載の交通情報配信装置。
【請求項１２】
　前記基準交通情報蓄積手段に蓄積される交通情報は、
　過去に取得した所定のエリア内の道路についての現況交通情報、前記現況交通情報を統
計処理して生成した統計交通情報、または、前記統計交通情報に基づき予測処理して生成
した予測交通情報のいずれかであること
　を特徴とする請求項９に記載の交通情報配信装置。
【請求項１３】
　前記基準交通情報蓄積手段に蓄積する交通情報に付す識別情報の一部を、その交通情報
の種別情報、その交通情報が属する日時の日時情報、その交通情報が属する日時の属性情
報の少なくとも１つを含むように構成すること
　を特徴とする請求項９に記載の交通情報配信装置。
【請求項１４】
　道路交通状況に係る予測交通情報を車両に搭載された車載端末装置に個別に配信する交
通情報配信装置であって、
　少なくとも１系列の同じ時系列に属する複数時刻の予測交通情報を蓄積した予測交通情
報蓄積手段と、
　前記車載端末装置から前記予測交通情報の配信を求める配信要求情報を受信する配信要
求情報受信手段と、
　前記受信した配信要求情報に、同じ時系列に属する複数日時の予測交通情報の配信要求
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が含まれていたときには、その複数日時の予測交通情報の１つを基準交通情報として選択
する基準交通情報選択手段と、
　前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報について、前記基準交通情報に
対する差分交通情報を生成する差分交通情報生成手段と、
　前記基準交通情報として選択された前記予測交通情報については、その全情報を前記車
載端末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報については
、前記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖離度が所定の値より小さいとき、前
記差分交通情報生成手段によって生成した差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前
記乖離度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択されなかった前記予測交通情報の
全情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信手段と、
　を備えたこと
　を特徴とする交通情報配信装置。
【請求項１５】
　道路交通状況に係る現況交通情報を複数の車両にそれぞれ搭載されたそれぞれの車載端
末装置に一斉に配信する交通情報配信装置であって、
　所定の時間ごとに現況交通情報を取得する現況交通情報取得手段と、
　前記現況交通情報取得手段により所定の時間ごとに取得される前記現況交通情報を、所
定回数に１回の割合で基準交通情報として選択する基準交通情報選択手段と、
　前記現況交通情報取得手段により取得した前記現況交通情報のうち、前記基準交通情報
選択手段により基準交通情報に選択しなかった前記現況交通情報について、その現況交通
情報とそのとき最新の基準交通情報とに基づき、その差分交通情報を生成する差分交通情
報生成手段と、
　前記基準交通情報選択手段により、基準交通情報に選択された前記現況交通情報につい
ては、その全情報を前記車載端末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなかった前
記現況交通情報については、前記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖離度が所
定の値より小さいとき、前記差分交通情報生成手段によって生成した差分交通情報を前記
車載端末装置に配信し、前記乖離度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択されな
かった前記現況交通情報の全情報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信手段と、
　を備えたこと
　を特徴とする交通情報配信装置。
【請求項１６】
　道路交通状況に係る予測交通情報を複数の車両にそれぞれ搭載されたそれぞれの車載端
末装置に一斉に配信する交通情報配信装置であって、
　少なくとも１系列の同じ時系列に属する複数時刻の予測交通情報を蓄積した予測交通情
報蓄積手段と、
　その複数時刻の予測交通情報のうち、１の時刻の予測交通情報を基準情報として選択す
る基準交通情報選択手段と、
　前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報について、前記基準交通情報に
選択された予測交通情報に対する差分交通情報を生成する差分交通情報生成手段と、
　前記基準交通情報に選択された前記予測交通情報については、その全情報を前記車載端
末装置に配信し、前記基準交通情報に選択されなかった前記予測交通情報については、前
記基準交通情報との間の乖離度を算出し、前記乖離度が所定の値より小さいとき、前記差
分交通情報生成手段によって生成した差分交通情報を前記車載端末装置に配信し、前記乖
離度が所定の値より大きいか等しいとき、前記選択されなかった前記予測交通情報の全情
報を前記車載端末装置に配信する交通情報配信手段と、
　を備えたこと
　を特徴とする交通情報配信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、道路交通状況に係る交通情報をカーナビ装置に配信する交通情報配信方法お
よび交通情報配信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、国内には、道路交通状況に係る交通情報を車両に配信するシステムとして、財団
法人道路交通情報通信システムセンター（以下、ＶＩＣＳ（登録商標）センターという）
が運営するＶＩＣＳ（Vehicle Information and Communication System）（登録商標）が
ある。ＶＩＣＳ（登録商標）においては、都道府県警察や道路管理者が管理する路上セン
サ（超音波感知器、ループコイル感知器、光ビーコン、撮像装置など）によって収集され
たリアルタイムの交通情報に基づき、道路の渋滞情報や旅行時間などの交通情報が集計さ
れ、その集計された交通情報が、光または電波ビーコンなどの狭帯域通信手段やＦＭ多重
放送などの広帯域通信手段によって、車両に搭載された端末装置に配信される。
【０００３】
　近年では、車両へのカーナビ装置の搭載が普及したため、ＶＩＣＳ（登録商標）の端末
装置が単独で用いられることは少なく、カーナビ装置がその端末装置を兼ねることが多く
なった。また、カーナビ装置に対しては、ＶＩＣＳ（登録商標）が提供する交通情報だけ
でなく、車両の個々のドライバの要求に応じて、携帯電話の通信網を含むインターネット
を介して、ＶＩＣＳ（登録商標）が提供する交通情報を加工して付加価値を高めた交通情
報（例えば、予測交通情報など）の配信が行われている。
【０００４】
　ところで、ＶＩＣＳ（登録商標）においては、交通情報提供可能なリンクは、路上セン
サの設置の有無に依存するため、予め定められたリンクに限定される（これを、以下、Ｖ
ＩＣＳ（登録商標）リンクという）。ＶＩＣＳ（登録商標）リンクは、新たな道路整備や
路上センサの設置などにより、年々増加しており、また、交通状況のプローブ技術の開発
により、ＶＩＣＳ（登録商標）リンクでないリンクの交通情報の収集や提供も可能になっ
てきた。すなわち、交通情報配信センタからカーナビ装置へ配信する交通情報の量は、今
後も増加の一途をたどると予想される。従って、今後は、交通情報配信センタからカーナ
ビ装置へ配信する交通情報の量を削減することが求められることになる。
【０００５】
　ちなみに、特許文献１には、交通情報提供センタからカーナビ装置へ配信する交通情報
の量を削減する方法として差分配信を用いる技術が開示されている。その差分配信におい
ては、交通情報を配信するときには、以前に配信した交通情報と異なる交通情報（差分情
報）のみを配信するようにしている。この場合、差分情報を配信するので、全情報を配信
するのに比べ、配信する情報の量を削減することができる。
【特許文献１】特開２００６－８４２５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一般に、差分情報を繰り返して配信する場合、端末装置がある時点で差分情報の受信に
失敗したときには、その差分情報による情報再生が正しくできないだけでなく、それ以降
の差分情報の受信に成功したとしても、その情報再生を正しく行うことができなくなる場
合が生じる。そのとき、その情報再生を正しく行うことができるようにするためには、交
通情報配信センタは、カーナビ装置が保持している交通情報のバージョンまたは日時情報
を管理しておく必要がある。
【０００７】
　ところで、交通情報配信センタからカーナビ装置へ交通情報を差分配信する場合には、
その間の情報通信が無線の電波によって行われるので、例えば、車両がトンネル内など電
波の受信状態が安定しないところを走行しているときには、カーナビ装置は、配信される
交通情報の受信に失敗する可能性のほうが大きい。
【０００８】
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　しかしながら、特許文献１をはじめ従来技術においては、差分情報の基準となる情報の
バージョン管理のみならず、カーナビ装置が保持している交通情報のバージョン管理につ
いてなんら注意が払われていない。これでは、交通情報配信センタからカーナビ装置へ差
分の交通情報を配信し、その配信に失敗したときには、カーナビ装置でその情報再生がで
きなくなる事態がしばしば生じることになると予想される。
【０００９】
　以上の従来技術の問題点に鑑み、本発明の目的は、カーナビ装置などの車載端末装置へ
の交通情報の配信において、配信する情報量を削減することが可能な交通情報配信方法お
よび交通情報配信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決するため、本発明の交通情報配信装置においては、（１）交通情報を取
得または生成したとき、その交通情報に所定の識別情報を付し、その識別情報を付した交
通情報を記憶装置に蓄積する交通情報蓄積手段と、（２）車載端末装置から送信され、そ
の車載端末装置がそのとき保持する基準交通情報に付された識別情報を含んだ配信要求情
報を、受信する配信要求情報受信手段と、（３）前記受信した配信要求情報に含まれる前
記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別情報が付され、前記記憶装置に蓄積されて
いる交通情報と、そのとき配信予定の交通情報と、の差分交通情報を生成する差分交通情
報生成手段と、（４）前記基準交通情報に付された識別情報と同じ識別情報が付され、前
記記憶装置に蓄積されている交通情報と、前記配信予定の交通情報と、の乖離度を算出し
、その乖離度が所定の値より小さいときには差分情報配信モードを設定し、その乖離度が
所定の値より大きいか等しいときには全情報配信モードを設定する配信モード設定手段と
、（５）前記配信モード設定手段により、前記差分情報配信モードが設定されたときには
、前記差分交通情報生成手段によって生成された差分交通情報を前記車載端末装置に配信
し、前記全情報配信モードが設定されたときには、前記配信予定の基準交通情報の全情報
を前記車載端末装置に配信する交通情報配信手段と、を備えるようにした。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、カーナビ装置などの車載端末装置への交通情報の配信において、配信
する情報量を削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳しく説明する。
【００１５】
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置および車載端末装置のブロッ
ク構成、並びに、それらが適用される交通情報配信システムの全体構成の例を示した図で
ある。図１に示すように、第１の実施形態における交通情報配信システムは、交通情報配
信装置１と、交通情報センタ２と、インターネットや公衆電話回線網などを含む通信ネッ
トワーク３と、携帯電話などの基地局４と、車両６に搭載された車載端末装置５と、を含
んで構成される。
【００１６】
　ここで、交通情報センタ２は、例えば、ＶＩＣＳ（登録商標）のセンタコンピュータで
あり、道路に設置した路上センサから得られる情報を収集し、その収集した情報をリアル
タイムで処理して、現況の道路の交通情報（リンク旅行時間や渋滞長など）として、所定
の時間ごとに交通情報配信装置１へ配信する。交通情報配信装置１は、交通情報センタ２
から配信される交通情報を受信し、蓄積するとともに、車載端末装置５からの要求に応じ
てその蓄積した交通情報を適宜処理して交通情報配信装置１に配信する。
【００１７】
　なお、ここでいう交通情報とは、各道路リンクにおけるリンク旅行時間、渋滞長などの
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ほか、各リンクの交通規制、工事、事故や災害の有無などの情報、さらには、駐車場や施
設の空満情報、料金所、サービスエリアやその他の施設の運用情報（運用中、休止中、閉
鎖中など）を含む。また、その交通情報の種別としては、現況交通情報と、その現況交通
情報を統計処理して生成と統計交通情報と、その統計交通情報に基づき予測処理して生成
した予測交通情報と、を含む。
【００１８】
　以下、図１を参照して、交通情報配信装置１および車載端末装置５の構成および機能に
ついて詳しく説明する。なお、以下の説明においては、簡単のため、交通情報は、現況交
通情報とするが、現況交通情報、統計交通情報または予測交通情報のいずれであってもよ
い。また、交通情報は、その交通情報が属する日時の日時情報を識別情報として管理され
るものとするが、その識別情報は、日時情報に代えて、文字列データ、イメージデータ、
バイナリデータなどを用いてもよい。さらに、識別情報は、日時情報のほか、必要に応じ
て、交通情報の種別（現況交通情報、統計交通情報、予測交通情報など）を指定するため
の情報、エリアを指定するためのメッシュコードなどの情報を含んでもよい。
【００１９】
　交通情報配信装置１は、通信ネットワーク３に接続される通信装置（図示せず）を備え
たコンピュータによって構成される。そして、そのコンピュータには、通信インターフェ
ース部１１、交通情報取得部１２、交通情報データベース（以下、交通情報ＤＢという）
１３、交通情報予測部１４、配信要求情報受信部１５、日時情報比較部１６、配信モード
設定部１７、差分交通情報生成部１８、交通情報配信部１９などの機能ブロックを含んで
構成される。
【００２０】
　なお、交通情報配信装置１を構成するコンピュータは、少なくとも演算処理装置と半導
体メモリやハードディスク装置などからなる記憶装置とを備える。そして、前記した交通
情報配信装置１を構成する各機能ブロック１１～１９の機能は、その演算処理装置が記憶
装置に格納された所定のプログラムを実行することによって実現される。
【００２１】
　通信インターフェース部１１は、通信ネットワーク３に対する通信制御を行うとともに
、通信ネットワーク３を介して交通情報センタ２または車載端末装置５との間でデータの
送受信を行う。交通情報取得部１２は、交通情報センタ２から所定の時間ごと（例えば、
５分ごと）に配信される現況交通情報を、通信インターフェース部１１を介して取得し、
そのときの日時情報を付してその取得した現況交通情報を交通情報ＤＢ１３に蓄積する。
【００２２】
　交通情報ＤＢ１３には、日時情報が付された現況交通情報が蓄積されるほか、図示しな
い統計交通情報生成部によってその現況交通情報を統計処理して得られる、例えば、日種
ごとに時間帯あるいは時刻ごとの統計交通情報が蓄積される。交通情報予測部１４は、交
通情報取得部１２によって取得される現況交通情報と交通情報ＤＢ１３に蓄積された統計
交通情報とに基づき、そのときの時刻より後の時刻における交通情報を予測し、その予測
した交通情報を交通情報ＤＢ１３に蓄積する。
【００２３】
　このとき、交通情報ＤＢ１３に蓄積される交通情報には、その交通情報が属する日時情
報が付され、その日時情報は、交通情報ＤＢ１３に蓄積されるそれぞれの交通情報を識別
する識別情報として利用される。ここで、日時情報とは、交通情報が現況交通情報の場合
には、その現況交通情報が取得されたときの日時を示す情報であり、交通情報が統計交通
情報の場合には、その交通情報の統計の対象日時の日種および時間帯を示す情報であり、
交通情報が予測交通情報の場合には、その予測交通情報が予測された時点の日時を示す情
報である。
【００２４】
　配信要求情報受信部１５は、車載端末装置５から送信される配信要求情報を受信する。
配信要求情報は、車載端末装置５が交通情報配信装置１に対して交通情報の配信を求める
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ための情報であり、その配信要求情報は、車載端末装置５がそのとき基準交通情報として
保持している交通情報（以下、端末保持基準交通情報という）に付された日時情報（つま
り、端末保持基準交通情報の識別情報）を含んでいる。従って、車載端末装置５は、自ら
が保持している基準交通情報に付された日時情報（識別情報）を交通情報配信装置１に知
らせることができる。
【００２５】
　日時情報比較部１６は、前記の配信要求情報に含まれている端末保持基準交通情報に付
された日時情報と、交通情報ＤＢ１３に蓄積された交通情報のうち、そのとき配信予定の
交通情報（最新交通情報）に付された日時情報とを比較し、その時間間隔を求める。
【００２６】
　配信モード設定部１７は、交通情報配信装置１が車載端末装置５へ交通情報配信すると
きの配信モードを設定する。その場合、配信要求情報に端末保持基準交通情報の日時情報
が含まれ、日時情報比較部１６により求めた時間間隔が所定の時間間隔（例えば、２時間
など）未満であり、かつ、交通情報ＤＢ１３に端末保持基準交通情報の日時情報と同じ日
時情報が付された交通情報が存在したときには、配信モードとして差分情報配信モードを
設定する。また、それ以外であったときには、配信モードとして全情報配信モードを設定
する。
【００２７】
　差分交通情報生成部１８は、配信モード設定部１７によって差分情報配信モードが設定
されたとき、交通情報ＤＢ１３から、端末保持基準交通情報に付された日時情報と同じ日
時情報が付された交通情報と、そのとき配信予定の交通情報（最新交通情報）と、を読み
出し、その差分交通情報を生成する。差分交通情報生成部１８は、さらに、端末保持基準
交通情報に対する配信予定の交通情報の差分量、つまり、情報の乖離度を、例えば、差分
比などの指標を用いて評価する。そして、その差分比が所定の値以上であったときには、
配信モード設定部１７は、いったん差分情報配信モードに設定した配信モードを全情報配
信モードに設定し直す。
【００２８】
　交通情報配信部１９は、配信モード設定部１７によって差分情報配信モードが設定され
たとき、差分交通情報生成部１８によって生成した差分交通情報を車載端末装置５に配信
し、配信モード設定部１７によって全情報配信モードが設定されたとき、そのときの最新
交通情報の全情報を車載端末装置５に配信する。
【００２９】
　一方、車両６に搭載される車載端末装置５は、本体部５１、表示部５２、携帯電話機５
３、ＧＰＳ（Global Positioning System）受信機５４などを含んで構成される。
【００３０】
　本体部５１は、演算処理装置（図示せず）、記憶装置５６、可搬記憶メディア接続アダ
プタ５５などを含んで構成されたコンピュータである。ここで、記憶装置５６は、半導体
メモリやハードディスク装置などによって構成される。また、可搬記憶メディア接続アダ
プタ５５は、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）などのドライブ装置やフラッシュメモリ
を内蔵したＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリのリーダ・ライタなどによって構成さ
れる。また、本体部５１は、このほかにも入力装置として、種々のスイッチやボタン、タ
ッチパネル、リモコン装置、音声マイクなどを、また、出力装置として音声スピーカなど
を備えてもよい。
【００３１】
　表示部５２は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などによって構成され、本体部５１
が出力する地図情報や交通情報などを表示する。また、携帯電話機５３は、基地局４との
間で無線通信を行い、基地局４および通信ネットワーク３を介して、車載端末装置５を交
通情報配信装置１にデータ通信可能なように接続する。また、ＧＰＳ受信機５４は、図示
しないＧＰＳ衛星からの電波を受信して、車両６の現在位置を検出する。
【００３２】
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　また、本体部５１は、通信インターフェース部５１１、基準交通情報受信部５１２、差
分交通情報受信部５１３、交通情報再生部５１４、交通情報記憶部５１５、配信要求情報
送信部５１６、設定情報入力処理部５１８、交通情報表示処理部５１９および入出力イン
ターフェース部５２０などの機能ブロックを含んで構成される。これら本体部５１の機能
ブロックは、図示しない演算処理装置が記憶装置５６に格納されている所定のプログラム
を実行することによって実現される。
【００３３】
　通信インターフェース部５１１は、携帯電話機５３に対する通信制御を行うとともに、
基地局４および通信ネットワーク３を介して交通情報配信装置１との間でデータの送受信
を行う。入出力インターフェース部５２０は、ＧＰＳ受信機５４や図示しないスイッチや
ボタンなどからの入力情報を入力するとともに、表示部５２へ地図や交通情報などの表示
情報を出力する。
【００３４】
　基準交通情報受信部５１２は、交通情報配信装置１が全情報配信モードで送信する日時
情報が付された交通情報を受信し、その日時情報が付された交通情報を新たな基準交通情
報として交通情報記憶部５１５に記憶させる。このとき、交通情報記憶部５１５がそれま
で記憶していた基準交通情報は、古い基準交通情報として破棄する。なお、交通情報記憶
部５１５が記憶するこの基準交通情報は、交通情報配信装置１から見た場合には、端末保
持基準交通情報に相当する。
【００３５】
　差分交通情報受信部５１３は、交通情報配信装置１が差分配信モードで送信する日時情
報が付された差分交通情報を受信する。
【００３６】
　交通情報再生部５１４は、差分交通情報受信部５１３が受信した差分交通情報と交通情
報記憶部５１５に記憶されている基準交通情報とに基づき、所定の交通情報の全情報を再
生し、その再生した交通情報を交通情報記憶部５１５に記憶させる。このとき、交通情報
再生部５１４は、交通情報記憶部５１５がそれまで記憶していた基準交通情報を破棄し、
前記再生した交通情報に前記差分交通情報に付された日時情報を付した交通情報を新たな
基準交通情報とする。
【００３７】
　なお、交通情報再生部５１４は、それまでの基準交通情報を破棄せず、そのまま基準交
通情報としておいたとしても構わない。ただし、その場合には、交通情報記憶部５１５に
は、基準交通情報と交通情報再生部５１４によって再生された新たな交通情報とが併存す
ることになるが、表示部５２への表示など、現実には、新たな交通情報が使用される。
【００３８】
　配信要求情報送信部５１６は、配信要求情報を交通情報配信装置１に送信し、交通情報
配信装置１に対して最新交通情報の送信を求める。このとき、その配信要求情報には、前
記したように、交通情報記憶部５１５に記憶されている基準交通情報の日時情報、配信モ
ードを指定する情報、エリアを指定するためのメッシュコード、交通情報の種別（現況交
通情報、統計交通情報、予測交通情報など）情報などが含まれていてもよい。
【００３９】
　設定情報入力処理部５１８は、入出力インターフェース部５２０を介してスイッチやボ
タンなどから入力される情報に基づき、配信モードを指定する情報などの種々の設定情報
を設定する。
【００４０】
　交通情報表示処理部５１９は、交通情報記憶部５１５に記憶されている最新の交通情報
や図示しない地図情報などに基づき、車両６の自車位置近傍の地図や交通情報などの表示
情報を生成し、その表示情報を入出力インターフェース部５２０を介して表示部５２へ出
力する。
【００４１】
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　図２は、本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置１および車載端末装置５にお
ける交通情報配信の処理フローの例を示した図である。なお、図２の説明においては、配
信する交通情報は、現況交通情報、つまり、交通情報配信装置１が蓄積している交通情報
のうち最新の交通情報であるとする。また、その交通情報を識別する識別情報は、日時情
報であるとする。
【００４２】
　図２において、交通情報配信装置１における配信処理は、車載端末装置５が所定の配信
要求情報を送信する（ステップＳ０１）ことによって開始される。このとき、その配信要
求情報には、交通情報記憶部５１５に記憶されている基準交通情報に付された日時情報と
設定情報入力処理部５１８によって設定された配信モードを指定する配信モード指定情報
とが含まれているとする。
【００４３】
　ここで、配信モード指定情報とは、交通情報配信装置１に対し、交通情報を配信すると
き差分配信にするかまたは全情報配信にするかの配信モードを指定する情報である。配信
モード指定情報の設定は、車両６のドライバによって行われる。なお、この情報によって
全情報配信が指定されたときには、交通情報は必ず全情報が配信されるが、差分配信が指
定されたときには、必ずしも差分配信が行われるわけではない。交通情報配信装置１は、
ステップＳ１１以降で説明するように、基準となる交通情報と配信しようとしている交通
情報とを比較して、差分配信が適切と判断したときには差分配信を行い、そうでないとき
には全情報配信を行う。
【００４４】
　なお、車載端末装置５に基準交通情報がない場合や、基準交通情報があってもそれが明
らかに古い（例えば、１年前のものがある）場合には、車載端末装置５は、交通情報配信
装置１に対し、新たな基準交通情の配信を求める必要がある。そのような場合には、車載
端末装置５は、配信モード指定情報に全情報配信を指定することにより、そのとき最新の
交通情報、つまり、基準交通情報の配信を求めることができる。
【００４５】
　続いて、交通情報配信装置１を構成するコンピュータの演算処理装置は、車載端末装置
５から送信される配信要求情報を受信する（ステップＳ１１）と、受信した配信要求情報
の配信モード指定情報を参照して、差分配信が指定されているか否かを判定する（ステッ
プＳ１２）。その結果、差分配信が指定されていたときには（ステップＳ１２でＹｅｓ）
、その演算処理装置は、配信要求情報に含まれている車載端末装置５の基準交通情報に付
された日時情報、つまり、端末保持基準交通情報の日時情報と、交通情報配信装置１がそ
のとき保持している最新交通情報の日時情報とを比較する（ステップＳ１３）。その結果
、両者の日時情報が所定の時間間隔（例えば、２時間）未満であったときには（ステップ
Ｓ１４でＹｅｓ）、演算処理装置は、さらに、交通情報ＤＢ１３に端末保持基準交通情報
の日時情報と同じ日時情報の交通情報が存在するか否かを判定する（ステップＳ１５）。
そして、その判定の結果、同じ日時情報の交通情報が存在したときには（ステップＳ１５
でＹｅｓ）、車載端末装置５が差分配信可能で、かつ、差分配信にふさわしい基準交通情
報を保持していると判断されるので、演算処理装置は、配信モードとして差分配信モード
を設定し、ステップＳ１６以下の処理を実行する。
【００４６】
　一方、差分配信が指定されていなかったとき（ステップＳ１２でＮｏ）、端末保持基準
交通情報の日時情報と交通情報配信装置１の最新交通情報の日時情報とが所定の時間間隔
以上であったとき（ステップＳ１４でＮｏ）、または、交通情報ＤＢ１３に端末保持基準
交通情報の日時情報と同じ日時情報の交通情報が存在しなかったとき（ステップＳ１５で
Ｎｏ）には、演算処理装置は、配信モードとして全情報配信モードを設定し、車載端末装
置５へそのときの最新交通情報を全情報配信する（ステップＳ２２）。
【００４７】
　また、差分配信モードが設定されたときには、演算処理装置は、端末保持基準交通情報
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の日時情報と同じ日時情報の交通情報、つまり、端末保持基準交通情報と最新交通情報と
の差分量を評価し（ステップＳ１６）、その差分量が所定の差分比未満であったときには
（ステップＳ１７でＹｅｓ）、さらに、その差分量が０であるか否かを判定する（ステッ
プＳ１８）。その結果、差分量が０でなかったときには（ステップＳ１８でＮｏ）、演算
処理装置は、端末保持基準交通情報と最新交通情報との差分交通情報を生成し（ステップ
Ｓ１９）、車載端末装置５へその生成した差分交通情報を配信する（ステップＳ２０）。
また、差分量が０であったときには（ステップＳ１８でＹｅｓ）、演算処理装置は、車載
端末装置５へそれまで使用していた基準交通情報をそのまま使用し続けることを指示する
再利用指示情報を配信する（ステップＳ２１）。
【００４８】
　一方、ステップＳ１７の判定で、端末保持基準交通情報と最新交通情報との差分量が所
定の差分比以上であったときには（ステップＳ１７でＮｏ）、演算処理装置は、配信モー
ドを全情報配信モードに変更して、車載端末装置５へそのとき最新交通情報を全情報配信
する（ステップＳ２２）。
【００４９】
　以上のように、交通情報配信装置１は、車載端末装置５から配信要求情報の送信を受け
たときには、車載端末装置５へ最新交通情報の全情報、差分交通情報または再利用指示情
報のいずれかの交通情報を配信する。従って、車載端末装置５は、そのいずれかの配信さ
れる交通情報を受信し（ステップＳ０２）、その交通情報に応じて、交通情報記憶部５１
５に記憶している基準交通情報を更新する。その処理内容については、別途、後記する。
【００５０】
　なお、以上に説明した処理フローでは、差分量が０であったとき（ステップＳ１８でＹ
ｅｓ）、車載端末装置５へ再利用指示情報を配信する（ステップＳ２１）としているが、
差分量が０でなくても、差分量がわずか（例えば、差分比が５％以下など）であったとき
には、再利用指示情報を配信するとしても構わない。
【００５１】
　図３は、本発明の第１の実施形態における交通情報の模式的な構成の例を示した図であ
る。以下、図３を用いて差分配信の考え方について説明する。ここでは、交通情報として
リンク旅行時間を例としているが、交通情報の例は、渋滞情報など他の交通情報であって
もよい。なお、リンクとは、隣接する交差点間を結ぶ道路をいい、リンク旅行時間とは、
そのリンクつまり交差点間の道路を車両が走行する所要時間をいう。
【００５２】
　交通情報としてのリンク旅行時間は、所定の道路網の各リンクに設置された路上センサ
などによって取得され、交通情報センタ２（図１参照）に集められた上、交通情報センタ
２から所定の時間ごとに交通情報配信装置１へ配信される。従って、交通情報ＤＢ１３に
おいては、図３に示すように、配信された日時情報（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３など）が付された
各リンクのリンク旅行時間を１単位の交通情報として順次蓄積される。ここで、１単位の
交通情報のそれぞれには、それを識別するために交通情報１，交通情報２，交通情報３な
どのように識別情報を付す。
【００５３】
　図３において符号１３２は、交通情報１と交通情報２との差分交通情報を、符号１３３
は、交通情報１と交通情報３との差分交通情報を表す。差分配信を行うには、配信先の車
載端末装置５が基準となる交通情報を保持していることが前提となる。そこで、例えば、
交通情報配信装置１が時刻Ｔ１で交通情報１の全情報（符号１３１の太線枠の情報）を車
載端末装置５へ送信する。そうすると、交通情報配信装置１は、交通情報１の全情報を基
準情報として保持していることになる。従って、交通情報配信装置１は、時刻Ｔ２および
時刻Ｔ３では、それぞれ、交通情報１に対する差分交通情報１３２および差分交通情報１
３３を送信すればよい。このように差分交通情報を配信することによって、配信する交通
情報の量を削減することができる。
【００５４】
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　しかしながら、差分配信によって必ず情報量を削減できるとは限らない。差分量が多い
場合には、逆に情報量が増える場合がある。例えば、リンク旅行時間の全情報を配信する
場合には、リンク番号順にリンク旅行時間だけを配信すればよいが、差分配信をする場合
には、リンク番号とリンク旅行時間とを対にした情報として配信する必要がある。このよ
うな場合には、差分量が多いと、差分配信のほうが配信する情報量が増えることになる。
【００５５】
　そこで、本実施形態では、交通情報配信装置１は、交通情報を配信する前に差分配信が
適切か否かを評価する（図２ステップＳ１６）。すなわち、交通情報配信装置１の演算処
理装置は、例えば、差分交通情報（符号１３２，１３３）における差分として現れたリン
ク数をカウントし、所定の道路網に含まれる総リンク数に対する比（差分比）を求める。
そして、その差分比が所定の値未満のときに、差分配信を行うようにしている。なお、差
分配信を行うか否かの差分比の閾値は、交通情報の種類や構成によって、適宜、定めるこ
とができ、例えば、５０％などに定めてもよい。なお、以上のようにして算出した差分比
は、別の表現をすれば、基準となる交通情報と差分配信しようとする交通情報との間の情
報の乖離度ということができる。
【００５６】
　図４は、本発明の第１の実施形態における交通情報の具体的な構成の例を示した図であ
る。交通情報としては、渋滞情報、規制情報、施設（サービスエリアなど）混雑情報など
、種々の情報が存在するが、ここでは渋滞情報について説明する。渋滞情報は、リンクの
混雑状況を表した情報であり、リンク旅行時間も含まれる。
【００５７】
　図４に示すように、この例での交通情報は、渋滞情報からなり、その渋滞情報の種別と
して、現況渋滞情報と予測渋滞情報とがある。従って、この場合には（本実施形態で説明
する場合に相当）、渋滞情報＝交通情報とみなすことができる。このとき、現況渋滞情報
は、情報提供時刻（現況渋滞情報が交通情報センタ２から交通情報配信装置に配信された
たときの日時情報）を有し、予測渋滞情報は、情報提供時刻に加え、予測時刻を有する。
すなわち、現況交通情報は、複数の情報提供時刻それぞれに対して存在する。また、予測
渋滞情報の場合には、予測の基準とされた現況交通情報の情報提供時刻１つに対して複数
の予測時刻が設定され、その各々の予測時刻に対して予測交通情報が存在する。
【００５８】
　情報提供時刻および予測時刻を有する渋滞情報は、さらに、メッシュ情報を有する。メ
ッシュ情報は、メッシュコード、メッシュ内リンク数などの情報によって構成される。こ
こで、メッシュとは、全国の地図を所定の大きさのメッシュ状に分割し、その１区画に含
まれる地図をいう。従って、リンク数が０のメッシュには、リンク情報は存在しない。ま
た、メッシュ情報は属性情報を有し、その属性情報は、全情報配信／差分情報配信／再利
用指示情報配信などの配信形式、データＩＤ（交通情報の識別情報）などによって構成さ
れる。また、リンク情報は、リンク番号、リンク旅行時間、渋滞度などの情報によって構
成され、当該メッシュに含まれるそれぞれのリンクごとに設けられる。
【００５９】
　以上に示した交通情報の構成において、その実質的な本体部は、メッシュ情報以下の情
報、つまり、メッシュコードによって区分され、属性情報とリンク情報とからなる情報で
ある。従って、交通情報の配信において、配信の単位とするのに適切な交通情報は、メッ
シュコードによって区分される交通情報である。この場合、このメッシュコードによって
区分される交通情報のそれぞれには、現況／予測の種別、情報提供時刻、予測時刻（予測
交通情報の場合）が付され、それぞれが異なる交通情報として取り扱われる。つまり、交
通情報は、現況／予測の種別、情報提供時刻、予測時刻（予測交通情報の場合）、メッシ
ュコードを指定することによって識別することができる。なお、本実施形態の場合には、
その識別を容易にするために、メッシュ情報に付随する属性情報として、データＩＤが設
けられており、そのデータＩＤによってそれぞれの交通情報を識別することができる。
【００６０】
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　図５は、図２に示した交通情報配信装置１における交通情報配信の処理フローを、図４
の交通情報の構成に基づき修正した処理フローの例を示した図である。この場合、車載端
末装置５が送信する配信要求情報には、どこのエリアの交通情報が欲しいかを示す１以上
のメッシュコード、そのそれぞれのメッシュコードに対して、車載端末装置５が保持して
いる基準交通情報の情報提供時刻（日時情報）、全情報配信か差分配信かを指定する情報
などの情報が含まれている。
【００６１】
　そこで、交通情報配信装置１の演算処理装置は、配信要求情報を受信すると（ステップ
Ｓ１１）、その配信要求情報に含まれるメッシュコードの１つを選択する（ステップＳ３
１）。続いて、演算処理装置は、当該メッシュコードに対応する交通情報を単位として、
図２のステップＳ１２～Ｓ２２の処理を実行する（ステップＳ３２）。この場合、演算処
理装置は、ステップＳ１２～Ｓ２２の処理を、ステップＳ３１で選択されたメッシュコー
ドで指定された交通情報を対象に実行するものとする。
【００６２】
　演算処理装置は、次に、配信要求情報に含まれるメッシュコードの全メッシュコードを
選択したか否かを判定し（ステップＳ３３）、全メッシュコードを選択していないときに
は（ステップＳ３３でＮｏ）、ステップＳ３１～Ｓ３３を繰り返して実行する。また、全
メッシュコードを選択したときには（ステップＳ３３でＹｅｓ）、交通情報配信の処理を
終了する。
【００６３】
　なお、以上の処理において処理の単位となる交通情報は、メッシュコードと情報提供時
刻（日時情報）とによって指定された通常複数の交通情報であるので、交通情報配信装置
１は、そのそれぞれについて、車載端末装置５からの要求に応じて、適宜、全情報配信し
たり、差分配信したりすることができる。
【００６４】
　図６は、本発明の第１の実施形態に係る車載端末装置５における基準交通情報更新の処
理フローを示した図である。車載端末装置５（図１参照）が交通情報記憶部５１５に記憶
する基準交通情報を設定または更新しようとするときには、車載端末装置５の図示しない
演算処理装置は、まず、配信要求情報を設定し（ステップＳ５０）、その設定した配信要
求情報を交通情報配信装置１へ送信する（ステップＳ０１）。
【００６５】
　このとき、配信要求情報の設定（ステップＳ５０）においては、どこのエリア（どのメ
ッシュコード）の現況または予測の交通情報が欲しいか、全情報配信を求めるか差分配信
を求めるかなどの情報を設定する。ここでは、そのメッシュコードの設定は、車両６の現
在位置および目的地の情報に基づき、例えば、現在位置を含むメッシュとその所定の範囲
に含まれる周辺のメッシュを自動的に選択するなどして、演算処理装置が自動的に行うも
のとする。一方、全情報配信を求めるか差分配信を求めるかの情報（配信モード指示情報
）は、例えば、そのメッシュコード有するメッシュを含む地図を表示させて、その表示し
た地図上のタッチパネルなどからの入力によってメッシュごとに設定する。その際、メッ
シュごとに設定するのではなく、すべてのメッシュに対して統一した配信モード指示情報
を設定してもよい。また、その設定を行うための入力は、タッチパネルからの入力に限定
されることはなく、音声インターフェースやリモコンを用いた入力であってもよい。
【００６６】
　車載端末装置５の演算処理装置は、次に、配信要求情報の送信に応答して、交通情報配
信装置１から配信される交通情報を受信する（ステップＳ０２）。このとき配信される交
通情報は、指定されたメッシュの交通情報の全情報か、差分交通情報か、再利用指示情報
かのいずれかであり、それを識別する情報は、配信される交通情報のメッシュ情報の属性
情報に含まれている（図４参照）。
【００６７】
　そこで、演算処理装置は、そのメッシュ情報の属性情報に基づき、その種別を判定し、
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再利用指示情報を受信したときには（ステップＳ５１でＹｅｓ）、再利用指示情報に含ま
れているメッシュコードと日時情報（情報提供時刻）とに基づき、当該メッシュコードに
対応する基準交通情報の日時情報を更新する（ステップＳ５５）。
【００６８】
　また、再利用指示情報を受信せず（ステップＳ５１でＮｏ）、差分交通情報を受信した
ときには（ステップＳ５２でＹｅｓ）、演算処理装置は、受信した差分交通情報により、
その差分交通情報に含まれているメッシュコードに対応する基準交通情報の差分部分を更
新する（ステップＳ５３）。そして、その受信した差分交通情報に含まれている日時情報
（情報提供時刻）により、基準交通情報の日時情報を更新する（ステップＳ５５）。
【００６９】
　また、再利用指示情報を受信せず（ステップＳ５１でＮｏ）、差分交通情報を受信しな
かったときには（ステップＳ５２でＮｏ）、受信した交通情報は、その交通情報に含まれ
るメッシュコードで指定されるメッシュの最新交通情報の全情報である。そこで、演算処
理装置は、その受信した最新交通情報により対応するメッシュコードの基準交通情報を全
面更新する（ステップＳ５４）。そして、その受信した交通情報に含まれている日時情報
（情報提供時刻）により、基準交通情報の日時情報を更新する（ステップＳ５５）。
【００７０】
　以上によって、受信した１つのメッシュの交通情報について、車載端末装置５の基準交
通情報の更新を終える。その後、受信した交通情報に、さらに、他のメッシュの交通情報
が後続していたときには（ステップＳ５６でＹｅｓ）、演算処理装置は、ステップＳ５１
～ステップＳ５５の処理を繰り返して実行する。また、受信した交通情報に他のメッシュ
の交通情報が後続していなかったときには（ステップＳ５６でＮｏ）、演算処理装置は、
交通情報の受信処理を終了する。
【００７１】
　なお、以上の処理フローにおいては、演算処理装置は、差分交通情報によって基準交通
情報を更新したとき、または、再利用指示情報を受信したときにも、基準交通情報の日時
情報を更新するとしているが、基準交通情報の日時情報の更新は、最新交通情報の全情報
を受信したとき（ステップＳ５２でＮｏ）に限るとしてもよい。ただし、この場合には、
差分交通情報として配信され、実際の表示などに使用する交通情報と、全情報配信された
基準交通情報とが並存することになる。
【００７２】
　また、以上の処理フローにおいては、演算処理装置は、交通情報を受信した後にその交
通情報のメッシュ情報の属性情報により、その交通情報の種別（全情報／差分交通情報／
再利用指示情報の区別）を判定しているが、交通情報配信装置１が交通情報を配信する前
にその属性情報を配信するようにし、その交通情報に先行して配信される属性情報に基づ
き、交通情報の種別を判定するようにしてもよい。
【００７３】
　その場合、配信される交通情報の種別が先に配信要求情報に設定した配信モード指示情
報と異なったときには、演算処理装置は、その旨を表示部５２に表示するとともに、その
交通情報を受信するかキャンセルするかを選択するボタンを表示するようにする。この表
示されたボタンにより、必要に応じて、車両のドライバは、予期しない配信モードの交通
情報の配信をキャンセルすることができる。
【００７４】
　以上、交通情報が主に現況交通情報である場合について説明したが、次に、交通情報が
予測交通情報である場合について説明する。ここで、交通情報が予測交通情報である場合
には、その配信の方法に２通りの考え方があることに注意を要する。
【００７５】
　まず、第１の考え方は、車載端末装置５が基準の交通情報を有しており、車載端末装置
５が配信要求情報により１つの予測要求時刻を指定して予測交通情報を要求する場合の配
信方法である。この場合には、基本的には、以上に説明した現況交通情報の配信とほとん
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ど同様にして予測交通情報を配信することができる。このような配信方法は、例えば、車
載端末装置５が受信したばかりの最新交通情報を基準交通情報として、例えば１５分後の
予測交通情報の配信を求める場合などに適用可能である。
【００７６】
　また、第２の考え方は、車載端末装置５が一連の時系列に属する複数の予測要求時刻を
指定し、その予測要求時刻それぞれに対して予測交通情報を要求する場合の配信方法であ
る。この場合には、最初の予測要求時刻に対する予測交通情報を基準予測交通情報として
その全情報を配信し、それに後続する予測要求時刻に対する予測交通情報を差分交通情報
として配信することができる。従って、この場合には、車載端末装置５は、あらかじめ基
準となる交通情報を保持していなくてもよい。以下、この考え方に沿って、予測交通情報
の配信処理フローについて説明する。
【００７７】
　図７は、本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置１における予測交通情報配信
の処理フローの例を示した図である。図７に示すように、交通情報配信装置１の演算処理
装置は、車載端末装置５からの配信要求情報を受信し（ステップＳ１１）、その配信要求
情報により時系列に属する複数の予測要求時刻に対する予測交通情報の配信要求を受け付
けると、その複数の予測要求時刻に対する交通情報を予測する（ステップＳ６１）。この
とき、予測対象のエリアは、配信要求情報に含まれるメッシュコードによって指定される
メッシュを少なくとも含むエリアである。なお、予測された各予測要求時刻に対する予測
交通情報は、交通情報ＤＢ１３に蓄積される。
【００７８】
　次に、演算処理装置は、予測交通情報の配信を開始し、まず、配信要求情報に含まれる
メッシュコードの１つを選択する（ステップＳ６２）。そして、その配信要求情報に指定
された予測要求時刻が複数あるか否かを判定し（ステップＳ６３）、予測要求時刻が複数
あったときには（ステップＳ６３でＹｅｓ）、その複数の予測要求時刻のうち現在時刻に
最も近い予測要求時刻の予測交通情報を基準予測交通情報とする（ステップＳ６４）。
【００７９】
　次に、演算処理装置は、その複数の予測要求時刻のうち他の予測要求時刻の１つを選択
し（ステップＳ６５）、選択した予測要求時刻の予測交通情報の基準予測交通情報に対す
る差分予測交通情報を生成する（ステップＳ６６）。そして、演算処理装置は、配信要求
情報に指定された予測要求時刻をすべて選択したか否かを判定し（ステップＳ６７）、す
べて選択していなかったときには（ステップＳ６７でＮｏ）、ステップＳ６５へ戻り、ス
テップＳ６５～ステップＳ６７を繰り返して実行する。
【００８０】
　一方、配信要求情報に指定された予測要求時刻をすべて選択していたときには（ステッ
プＳ６７でＹｅｓ）、演算処理装置は、指定された予測要求時刻にそれぞれ対応する予測
交通情報（基準予測交通情報および差分予測交通情報）を車載端末装置５へ配信する（ス
テップＳ６９）。なお、このとき基準予測交通情報は全情報を配信する。次いで、演算処
理装置は、配信要求情報に含まれるメッシュコードをすべて選択したか否かを判定し（ス
テップＳ７０）、すべてを選択していなかったときには（ステップＳ７０でＮｏ）、ステ
ップＳ６２へ戻り、ステップＳ６２～ステップＳ７０を繰り返して実行する。
【００８１】
　また、ステップＳ６３の判定で配信要求情報に指定された予測要求時刻が１つしかなか
ったときには（ステップＳ６３でＮｏ）、演算処理装置は、その予測要求時刻の予測交通
情報を基準予測交通情報とし（ステップＳ６８）、その基準予測交通情報を要求された交
通情報として車載端末装置５へ配信する（ステップＳ６９）。
【００８２】
　また、ステップＳ７０の判定で配信要求情報に含まれるメッシュコードをすべて選択し
ていたときには、指定されたメッシュについての予測交通情報をすべて配信したことにな
るので、予測交通情報の配信処理を終了する。
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【００８３】
　なお、以上に示した処理フローの差分予測交通情報の生成（ステップＳ６６）において
は、単純に差分予測交通情報を生成するとしているが、図２のステップＳ１６～ステップ
Ｓ２１に示した処理と同様に、差分予測交通情報を生成するとき、基準予測交通量情報と
の差分量を評価したうえで、その差分量または差分比に応じて、差分予測交通情報でなく
全予測交通情報を配信したり、再利用指示情報を配信したりしてもよい。
【００８４】
　また、ステップＳ６４においては、配信要求情報に含まれる複数の予測要求時刻のうち
現在時刻に最も近い予測要求時刻の予測交通情報を基準予測交通情報としたが、それに限
定されることなく、その複数の予測要求時刻のうち任意の１つの予測要求時刻の予測交通
情報を基準予測交通情報としてもよい。
【００８５】
　また、図７の予測交通情報を配信する場合の処理フローは、統計交通情報を配信する場
合の処理フローにも適用可能である。
【００８６】
　以上、本発明の第１の実施形態においては、車載端末装置５は、自らが保持している基
準交通情報のメッシュコードおよび日時情報を付して、交通情報配信装置１に交通情報の
配信を求めるので、交通情報配信装置１は、差分交通情報を確実に生成し、配信すること
ができるか、または、差分交通情報の生成ができないときには、交通情報の全情報を配信
することができるので、交通情報の配信の信頼性を向上させることができる。また、本実
施形態によれば、交通情報配信装置１は、図２のステップＳ１４の判定処理のように、車
載端末装置５が保持している基準交通情報の日時情報と配信しようとしている交通情報の
日時情報とを比較して、その時間間隔が所定時間（例えば、２時間）以上であったときに
は、交通情報の全情報を配信するようにしている。従って、車載端末装置５は、基準交通
情報が所定の時間以上経過した古い交通情報であったときには、最新の交通情報の全情報
の配信を受けることができるので、基準交通情報を確実に更新していくことができる。ま
た、本実施形態によれば、差分交通情報を配信し、さらには、図２に示したように差分量
を評価した上で差分交通情報の配信を行っているので、配信される交通情報の量は、確実
に削減される。
【００８７】
　続いて、第１の実施形態の変形例について説明する。
【００８８】
　図８は、代表的なリンクにおける平均のリンク旅行時間の１日の時間推移のグラフの例
を示した図である。すなわち、このグラフは、ある日種（例えば、平日または休日など）
について、代表的なリンクＬｉのリンク旅行時間の時間推移を統計処理して得られたもの
である。このような情報は、統計交通情報として、通常、交通情報ＤＢ１３に蓄積されて
いる。
【００８９】
　図８の例の場合、リンク旅行時間は、早朝、深夜に短く、朝夕に大きく変化し、日中ピ
ークに達している。例えば、午前に大きく変化するところでは、リンク旅行時間がΔｐ変
化するのに、時間ｔ１を要し、また、午後に大きく変化するところでは、リンク旅行時間
がΔｐ変化するのに、時間ｔ２を要している。このような場合、リンク旅行時間が大きく
変化するときには、１つのリンクだけでなく多くのリンクでリンク旅行時間が変わるので
、差分交通情報を生成する際の差分量が大きくなると考えられる。
【００９０】
　そこで、交通情報配信装置１の演算処理装置は、図２のステップＳ１４の判定処理にお
ける判定の閾値である「所定の時間」を、統計交通情報を参照して、リンク旅行時間の変
化が小さい時間帯では長く設定し、リンク旅行時間の変化が大きい時間帯では短く設定す
るようにする。すなわち、交通量、つまり、リンク旅行時間が大きく変化する朝夕には、
車載端末装置５が有する基準交通情報を短い周期で更新し、その変化が小さい早朝、深夜
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には、基準交通情報をほとんど更新しないようにする。
【００９１】
　また、交通情報配信装置１の演算処理装置は、図２のステップＳ１６およびステップＳ
１７においては、配信する交通量の差分量を評価し、その差分比によって、差分配信する
か、全情報配信するかを判定しているが、統計交通情報を参照して、代表的なリンクのリ
ンク旅行時間の変化量によって、差分配信するか、全情報配信するかを判定してもよい。
すなわち、リンク旅行時間の変化量が所定の変化量以上であったときには、全情報配信と
し、所定の変化量未満であったときには、差分配信とするようにしてもよい。この場合に
は、差分交通情報を生成しなくてすむ場合も出てくるので、交通情報配信装置１の演算処
理装置の処理負荷を軽減することができる。
【００９２】
　第１の実施形態は、さらに、次のように変形することができる。
【００９３】
　車載端末装置５が統計交通情報（日種ごと、時間帯ごとなどの統計交通情報）を保持し
ているときには、その統計交通情報を基準交通情報として用いることができる。このよう
な場合、車載端末装置５から送信される配信要求情報に基準交通情報を指定する情報が含
まれていなくても（ただし、メッシュコードは含まれている必要がある）、交通情報配信
装置１は、そのときの日時が該当する日種および時間帯の統計交通情報と、そのとき配信
しようとしている交通情報と、の差分交通情報を求め、その求めた差分交通情報を車載端
末装置５へ送信すればよい。
【００９４】
　この実施形態は、さらに、車載端末装置５が複数の基準交通情報を保持することを前提
にしたものに拡張することができる。その場合、車載端末装置は、その複数の基準交通情
報に付された識別情報を送信要求情報に含めて交通情報配信装置１へ送信するする。そし
て、交通情報配信装置１は、配信しようとしている交通情報と、その複数の基準交通情報
（送信要求情報に含まれる識別情報によって指定される交通情報ＤＢ１３から読み出され
た交通情報）と、の間のそれぞれの差分量（差分比）を評価し、その差分量が最も小さい
ものを基準として差分交通情報を求める。そして、その求めた差分交通情報に、差分交通
情報の基準となった交通情報の識別情報を付して、車載端末装置５へ送信する。
【００９５】
　車載端末装置５は、その送信された差分交通情報を受信し、その受信した差分交通情報
と、それに付された識別情報によって指定される基準交通情報と、に基づき、交通情報配
信装置１が配信しようとした交通情報の全情報を再生することができる。こうすることに
よって、配信される交通情報の量をさらに削減することができるので、通信ネットワーク
３における通信負荷や通信コストが軽減される。
【００９６】
（第２の実施形態）
　図９は、本発明の第２の実施形態に係る交通情報配信装置および車載端末装置が適用さ
れる交通情報配信システムの全体構成の例を示した図である。図９に示すように、第２の
実施形態においては、交通情報配信装置１ａは、放送センタ４ａまたは放送衛星４ｂを介
して、所定の放送電波により交通情報を車載端末装置５ａへ配信する。
【００９７】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る交通情報配信装置から車載端末装置へ交通情
報を配信するフローの例を示した図である。第２の実施形態においては、交通情報配信装
置１ａは、車載端末装置５ａが保持している交通情報の日時情報を取得することができな
いので、まず、最初には（時刻Ｔ１）、所定の交通情報の全情報を基準交通情報１として
配信する。続いて、交通情報配信装置１ａは、時間Δ（例えば５分）ごとに交通情報を配
信するが、その場合には、配信する交通情報を基準交通情報１に対する差分交通情報１１
，１２，…として配信する。このように、差分配信を行うことによって、配信する情報量
を削減することができる。
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【００９８】
　一方、放送電波により交通情報を配信する場合には、その配信交通情報をどのような車
載端末装置５ａが受信するか分からない。例えば、運転が開始されたばかりの車両の車載
端末装置５ａは、通常、基準交通情報を保持していないことが多い。そこで、交通情報配
信装置１ａは、そのような車載端末装置５ａへ標準交通情報を配信するために、時間Δご
とに配信する差分交通情報のうち、所定回数に１回は、交通情報の全情報基準情報として
配信する。すなわち、その所定回数が例えば６回、Δが５分であったときには、時刻Ｔ１

から３０分ごとの時刻である時刻Ｔｎに基準交通情報ｎが配信されることになる。
【００９９】
　このように、差分交通情報の配信を行いつつ、所定回数に１回、基準交通情報を配信す
ることによって、車載端末装置５ａは、少なくとも、例えば３０分待てば、基準交通情報
を得ることができる。従って、より多くの車載端末装置５ａが受信した差分交通情報から
もとの交通情報全情報を再生できるようになるので、交通情報配信の効率ないし信頼性を
向上させることができる。また、基準交通情報が所定時間（例えば３０分）ごとに更新さ
れるので、差分交通情報の配信時刻と基準交通情報の配信時刻との時間差を、その所定の
時間内に収めることができるので、差分交通情報の情報量が大きくなるのを防止すること
ができる。従って、差分配信による配信情報量の削減効果を高めることができる。
【０１００】
　なお、以上に説明した交通情報の配信フローは、現況交通情報の配信だけでなく、一連
の時系列に属する複数の予測要求時刻についてそれぞれ予測された予測交通情報の配信に
対しても同様に適用することができる。ただし、この場合には、時間Δの間隔ごとに予測
交通情報を配信する必要はなく、それぞれの予測交通情報をその区切りが分かるように配
信さえすれば、連続して配信してもよい。
【０１０１】
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る車載端末装置５の表示部５２に交通情報を表
示した例を示した図である。車載端末装置５が差分交通情報を受信した場合には、車載端
末装置５は、基準交通情報に対する差分つまり変化分を特別な処理をすることなく検出す
ることができるので、その差分交通情報を地図などに重畳させて容易に表示することがで
きる。例えば、図１１においては、前から表示している渋滞情報（基準交通情報）を破線
などによって表示し、その後変化した交通情報（差分交通情報）を同じ破線であっても点
滅表示するようにしている。
【０１０２】
　なお、第２の実施形態の場合には、基準交通情報は、例えば、６回に１回しか送信され
ず、６回に５回は、その基準情報に対する差分交通情報が送信される。このような場合に
おいて、差分交通情報が送信された後に続けて差分交通情報が送信されたときには、その
差分交通情報は、前回受信した交通情報からの変化分を表したものとなっていない。
【０１０３】
　従って、このときには、車載端末装置５は、前回受信した差分交通情報または交通情報
再生部５１４によりその差分交通情報から再生された交通情報と、新たに受信した差分交
通情報と、を比較する。そして、その比較により求められた変化分、つまり、新たに受信
した差分交通情報により出現または消滅した渋滞情報などの交通情報を、表示部５２に強
調して表示（例えば、点滅表示）する。
【０１０４】
　また、車載端末装置５は、このように前回表示した交通情報との変化分を表示するため
には、前回表示に用いた自車位置、目的地、経由地、経路周辺、表示エリアなどの情報を
そのつど記憶装置５６に記憶しておく必要がある。
【０１０５】
　このように差分交通情報または変化した交通情報を目立つように表示することによって
、車両のドライバは、交通情報の変化を容易に把握することができるようになる。従って
、差分交通情報の表示は、目立つ表示であれば、点滅表示に限定されることはなく、目立
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つような色彩表示や、太線表示などであってもよい。また、地図に重畳させて表示させる
のではなく、差分情報をリスト表示するだけでもよく、あるいは、そのリストを音声で案
内する表示であってもよい。
【０１０６】
　以上のように、車載端末装置５は、差分交通情報を種々の方法により表示することがで
きる。ここでは、車載端末装置５は、そのいずれをも表示可能なように構成し、さらに、
表示部５２に表示されるユーザインターフェース画面を設け、そのユーザインターフェー
ス画面とタッチパネルやリモコンなどを用いた入力操作とにより、ドライバがどのような
表示を行うかを自由に選択できるようにしておくものとする。
【０１０７】
　なお、以上に説明した交通情報の表示は、第２の実施形態に限定されることはなく、第
１の実施形態にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置および車載端末装置のブロック
構成、並びに、それらが適用される交通情報配信システムの全体構成の例を示した図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置および車載端末装置における交
通情報配信の処理フローの例を示した図である。
【図３】本発明の第１の実施形態における交通情報の模式的な構成の例を示した図である
。
【図４】本発明の第１の実施形態における交通情報の具体的な構成の例を示した図である
。
【図５】図２に示した交通情報配信装置における交通情報配信の処理フローを、図４の交
通情報の構成に基づき修正した処理フローの例を示した図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る車載端末装置における基準交通情報更新の処理フ
ローを示した図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る交通情報配信装置における予測交通情報配信の処
理フローの例を示した図である。
【図８】代表的なリンクにおける平均のリンク旅行時間の１日の時間推移のグラフの例を
示した図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る交通情報配信装置および車載端末装置が適用され
る交通情報配信システムの全体構成の例を示した図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る交通情報配信装置から車載端末装置へ交通情報
を配信するフローの例を示した図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る車載端末装置の表示部に交通情報を表示した例
を示した図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　１　　　交通情報配信装置
　１ａ　　交通情報配信装置
　２　　　交通情報センタ
　３　　　通信ネットワーク
　４　　　基地局
　４ａ　　放送センタ
　４ｂ　　放送衛星
　５　　　車載端末装置
　５ａ　　車載端末装置
　６　　　車両
　１１　　通信インターフェース部
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　１２　　交通情報取得部
　１３　　交通情報ＤＢ
　１４　　交通情報予測部
　１５　　配信要求情報受信部
　１６　　日時情報比較部
　１７　　配信モード設定部
　１８　　差分交通情報生成部
　１９　　交通情報配信部
　５１　　本体部
　５２　　表示部
　５３　　携帯電話機
　５４　　ＧＰＳ受信機
　５５　　可搬記憶メディア接続アダプタ
　５６　　記憶装置
　５１１　通信インターフェース部
　５１２　基準交通情報受信部
　５１３　差分交通情報受信部
　５１４　交通情報再生部
　５１５　交通情報記憶部
　５１６　配信要求情報送信部
　５１８　設定情報入力処理部
　５１９　交通情報表示処理部
　５２０　入出力インターフェース部

【図１】 【図２】
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